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はしがき

本研究は､第一に､近代的人権論の形式性の衣鉢をっぎ､プライバシー

ーナリズムとして表面化する権利論と､人格形成や教育とし七具体化し4
値の評価に関わる生命の質論---内容的には優生学にも触れる一輪

これまで不整合なままl手放置されてきた二つの理論り法論を整合的に把輩

には､従来､障害者福祉等々として主題化されてきたにすぎない障害者

本格的に哲学ないし倫理学の内に位置づけて､障害者倫理学･障害者哲彗

言うべき新たな分野を開拓して哲学･倫理学の刷新を図ろうとした大き式

ある｡本研究の成果を､いま少し具体的に略記すれば､以下のようであ

(1)本研究により､障害者.(障害を持っ人)の存在と生命自捧とを､垂

定するQOL(生命の質)の新たな本質的なカテゴリーを捉えることカ

(2)また､新たな優生学､すなわち商業的優生学に関する本質的カテ=

把握し､またこの優生学甲新たな諸問題も提示しえた｡その結呆､

'を尊重しまたケアするオリジナルな観点をも捉えることができた｡

新自由主義的な不平等概食を批判することができ､■また､能力や佃

助をも機会概念に含み得る新たな機会の平等論も特定することがて

-(3)こうした主題に関する研究によって､障害者差別に反対する議論さ

に､L新たなものに革新されつつある｡というのは､との研究は､カ

の内的な本質-…つまり､能力不全や六ンディキャップの近代∃

念--とこうした差別の原因を明らかにしてきたたからである｡

('4)通常の倫理学と障害者を位置づけた新たな哲学的人間学との関儲

かにすることを通じては､また､二種類のr何故｣を問う倫理的持

する根本的な観念を提供することができた｡

(5)この二種類の｢何故｣とは､■事柄の原因を問う｢何故｣と､事柄¢

もしくは非正当化を図る｢何故｣である｡ ′

もちろん､本報告書中で示した以上の本研究の成果は､大きな研究過看

る一里塚程度のものであり､私は､今後も､この研究の可能な限りの豊裾

指して努力するつも,りである｡

なお､本研究の実施に関しては､補助金の大半は図書の購入に当て､

当該研究の各部分に関する先準的成果を挙げている論者にの点に関して

棒大学社会学研究科の古茂田宏教授及び関東学院大学経済学部教授渡返

授には､特にお世話になったのでここで感謝しておきたい)から､種々¢
j寝取オス阜･よ入IT セた塾lγ曳､で卓･ 1とづL 夏虻崖巨仁巳塵.史,鮨お､Jゝ一丈一曲月ヒ虫Iヰ l


